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PRESS RELEASE  2019/5/28      
 

公開シンポジウム「文化多様性は何をめざすのか 
 — ミュージアムと考える、新時代」を開催 
～文化多様性論講座開設及び学芸員リカレント教育プログラム開講記念～ 

 
【概要】 

北海道大学大学院文学院は 2019年 4月に「文化多様性論講座」を開設しました。本講座は，「芸術
学」，「文化人類学」，「博物館学」という性格が異なる 3つの学問分野が，〈文化多様性〉と〈フィール
ドワーク〉という共通項で教育・研究を行います。本講座の開設を記念して，6月 9 日（日）に公開
シンポジウム「文化多様性は何をめざすのか―ミュージアムと考える、新時代」を開催します。 
シンポジウムで基調講演を行うのは，「フォーラムとしてのミュージアム」を提唱してきた国立民

族学博物館の館長・𠮷𠮷田憲司氏と，第 57 回ヴェネツィア・ビエンナーレ日本館のキュレーションを
担当するなど，国際的にも評価が高いキュレーターの鷲田めるろ氏。さらに両氏の講演を受けて，新
講座から各分野の教員が加わり，議論を深めていきます。パネリストとしてディスカッションに加わ
るのは，芸術学を専門とする谷古宇尚教授，文化人類学を専門とする小田博志教授，そして博物館学
を専門とする佐々木亨教授の３名です。 

 
【趣旨】 

「文化多様性 cultural diversity」は，いま，わたしたちが目指すべき社会を思い描くうえでの重要
なキーワードになっています。しかし，これを実現するためには多くの課題があることも確かです。
たとえば自他の文化の違いがもたらす大小の摩擦や，普遍的だと考えられてきた価値の不安定化など
は，個人にとっても共同体にとっても深刻な問題になりかねません。 
このような社会のなかで，近年注目を集めつつあるのが，「ミュージアム」だといえるでしょう。わ

たしたちの日常生活にとっても身近な「ミュージアム」は，実は，文化多様性時代の新しい知のフォ
ーマットとなる可能性を秘めているのではないか。いろいろな文物が集まり，様々な声が入り混じる
ミュージアムは，文化多様性の意味を鍛え直す場となることができるのではないか。こうした問いを
立てながら本シンポジウムでは，既存の学問分野を横断し，実践的に議論を深めていきます。 
なお，本シンポジウムは，本学大学院文学研究院が主催する「学芸員リカレント教育プログラム」

の一環でもあります。これは，ミュージアム学芸員など，芸術・文化の分野で活躍する専門職員に学
びの機会を提供するという，文化庁の助成を受けたプログラムです。学芸員等の専門家には日々の実
践を振り返る機会を，それ以外の方々には知的刺激に満ちた問いを，それぞれ投げかけるシンポジウ
ムになるはずです。 
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【日  程】 2019年 6月 9日（日） 13:00～17:00 
【場  所】 北海道大学 人文・社会科学総合教育研究棟 W103教室 

 （札幌市北区北 10条西 7丁目，JR札幌駅より徒歩 12分） 
【主  催】 北海道大学大学院文学研究院文化多様性論分野 

北海道大学学芸員リカレント教育プログラム 
【対  象】 一般市民 
【参 加 費】 無料 
【言  語】 日本語 
【プログラム】 13:00～13:10   ご挨拶・趣旨説明 
       13:10～14:00    基調講演 1 𠮷𠮷田憲司氏 
       14:10～15:00    基調講演 2 鷲田めるろ氏 

15:15～15:30    コメンタリー1「芸術学の立場から」 谷古宇尚氏 
15:30～15:45    コメンタリー2「文化人類学の立場から」 小田博志氏 
15:45～16:00  コメンタリー3「博物館学の立場から」 佐々木亨氏 
16:10～16:50  パネルディスカッション 司会：鈴木幸人氏 

【申込方法】 事前申込不要 
 
お問い合わせ先 
北海道大学大学院文学研究院 学芸リカプロ事務局 
今村信隆（いまむらのぶたか）／鳥羽早弥佳（とばさやか） 
ＴＥＬ 011-706-4017   メール recurrent_hokudai@let.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://www.let.hokudai.ac.jp/general/recurrent-about 

配信元 
北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp  
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